
一
九
八
○
年
五
月
、
岩
波
書
店
よ
り
《
《
く
○
○
シ
国
ぐ
Ｐ
Ｐ
冒
○
ロ
シ
目
ｚ
の
○
シ
ロ
固
辰
句
シ
旨
８
日
四
号
。
胃
四
ｓ
・
命
日
團
冨
冒
唱
の
い
》
》

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
説
明
を
付
し
た
る
日
本
語
辞
典
）
の
日
本
語
訳
が
刊
行
さ
れ
た
。
所
謂
、
長
崎
版
『
日
葡
辞
書
』
の
邦
訳
本
で
あ
る
。

異
文
化
交
流
は
常
に
言
語
の
習
得
を
以
て
始
め
ら
れ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
と
い
う
目
的
の
為
に
我
が
国
を
訪
ず
れ
た
宣
教
師
た
ち
も

例
外
で
は
な
か
っ
た
。
一
五
四
九
年
八
月
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
し
て
初
め
て
日
本
の
土
を
踏
ん
だ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
は
、
到
着
後
三
ヶ

月
目
の
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。
「
わ
れ
ら
は
言
語
を
解
さ
ず
、
黙
然
と
し
て
お
り
、
い
ま
ま
た
子
供
の
よ
う
に
言
語
を
学

（
１
）

ば
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
事
実
、
ザ
ビ
エ
ル
よ
り
二
十
八
日
遅
れ
て
来
日
し
た
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
シ
ヅ
の
『
日
本
教
会
史
』
は
、
時
の
八
国
王
ｖ
後

奈
良
天
皇
へ
の
謁
見
を
試
象
た
ザ
ビ
エ
ル
ら
一
行
の
動
向
を
「
…
…
彼
ら
は
数
日
間
公
方
の
邸
の
門
前
に
た
た
ず
ん
で
い
た
が
、
行
き
か
う
人

左
に
三
人
の
奇
妙
な
服
装
を
し
た
異
国
人
〔
と
そ
の
伴
侶
〕
の
姿
が
目
に
と
ま
ら
ぬ
は
ず
は
な
く
、
人
煮
は
通
り
す
が
り
に
、
い
っ
た
い
こ
れ

ら
は
何
者
で
何
を
し
よ
う
と
い
う
の
か
、
と
た
ず
ね
あ
っ
た
。
シ
ャ
ビ
ェ
ル
が
数
語
か
た
り
か
け
る
と
、
彼
ら
は
耳
を
傾
け
る
こ
と
な
く
、
そ

（
２
）

の
言
葉
使
い
を
瑚
笑
し
な
が
ら
と
お
り
過
ぎ
た
」
と
記
し
、
日
本
語
を
自
在
に
解
す
る
こ
と
も
話
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
ザ
ビ
エ
ル
ら
の
困

日
葡
辞
書
か
ら
見
た
安
土
桃
山
時
代
の
医
学
ｌ
‐
一
、
医
療
用
具

雛
需
鎮
霊
再
謹
病
昭
和
五
十
七
隼
四
周
二
十
三
日
蕊
付

亀大
槻

、少一

月リ

川

節
子彰

久
太
郎
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今
回
、
こ
の
中
か
ら
、
医
療
、
病
気
、
身
体
な
ど
に
関
す
る
語
を
拾
い
上
げ
た
と
こ
ろ
、
約
千
三
百
語
に
及
び
、
当
時
の
人
女
の
暮
し
の
中

で
の
病
気
や
医
療
の
実
態
を
知
る
手
掛
り
と
な
る
と
考
え
、
若
干
の
紹
介
と
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。

ま
ず
、
最
初
に
医
療
用
具
を
取
り
上
げ
る
。

医
療
用
具
、
並
び
に
そ
れ
に
関
係
し
た
語
は
見
出
し
語
の
中
に
三
十
余
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
Ｉ
薬
刻
象
薬
刀
竹
刀
薬
盤

ウ
イ

ク
ス
リ
グ
ク
戸

薬
研
沙
鉢
乳
鉢
薬
鍋
薬
罐
甑
煎
じ
薬
煎
薬
煎
じ
減
ら
し
隈
す
る
（
以
上
、
製
薬
・
服
薬
段
階
の
用
具
及
び
用
語
）
、
薬
袋

ヤ
ク
タ
イ

ヤ
ク
ロ
ウ
ヤ
ロ
ウ

ト
メ
パ
リ

ウ
チ
バ
リ

薬
袋
印
籠
薬
籠
薬
籠
薬
箱
薬
器
薬
貝
（
以
上
収
納
用
具
）
、
平
針
銀
針
金
針
鉄
針
止
針
（
留
針
）
打
針
灸
文

シ
ピ
ソ
オ
ソ
ジ
ヤ
ク

（
以
上
鍼
灸
関
係
用
語
）
、
薬
筒
筒
じ
ん
押
し
薬
捜
瓶
温
石
（
以
上
服
薬
・
鍼
灸
以
外
の
医
療
用
具
）
で
あ
り
、
問
題
は
以
下
の
何
点
か
に

料
だ
と
さ
れ
な
が
ら
一
部
（

い
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
体
験
を
背
後
に
、
布
教
の
た
め
の
下
準
備
と
し
て
日
本
語
習
得
に
乗
り
出
し
た
各
宣
教
師
の
研
究
成
果
の
中
で
、
最
初
に
形
を
成

（
３
）

し
始
め
た
の
が
一
五
五
○
年
代
の
、
イ
ル
マ
ン
・
シ
ル
、
ハ
に
よ
る
文
典
と
辞
書
の
編
纂
で
あ
る
が
、
一
五
六
四
年
に
は
早
く
も
、
イ
ル
マ
ン
・

ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
に
よ
る
『
日
本
文
典
」
、
「
日
葡
・
葡
日
辞
書
』
と
し
て
本
格
的
な
ま
と
ま
り
を
示
し
だ
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の

（
４
）

稿
本
に
二
十
年
に
わ
た
っ
て
加
筆
し
続
け
た
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
、
教
育
機
関
と
し
て
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
や
コ
レ
ジ
オ
を
開
設
し
た
巡
察
使
ァ
レ

ッ
シ
ャ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
’
一
ヤ
ー
ノ
、
日
本
語
教
授
養
方
軒
パ
ウ
ロ
ら
の
尽
力
に
よ
り
辞
書
の
編
纂
事
業
が
推
し
進
め
ら
れ
、
天
草
学
院
刊

『
羅
葡
日
辞
典
』
に
次
い
で
、
一
六
○
三
年
世
に
送
り
出
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
長
崎
版
『
日
葡
辞
書
』
で
あ
る
。

当
時
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
活
動
範
囲
は
九
州
を
主
と
し
た
近
畿
以
西
の
地
域
で
あ
り
、
ま
た
、
布
教
対
象
が
一
般
庶
民
か
ら
大
名
・
公
家
に
ま

で
及
ん
だ
こ
と
か
ら
、
『
日
葡
辞
書
』
で
は
、
特
に
西
日
本
地
方
の
話
し
言
葉
を
中
心
と
し
た
各
層
の
日
本
語
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
収

録
語
総
数
三
万
二
千
二
百
九
十
三
語
に
達
す
る
こ
の
辞
書
は
、
近
世
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
我
が
国
の
言
語
の
様
相
を
映
し
出
し
た
貴
重
な
資

料
だ
と
さ
れ
な
が
ら
一
部
の
識
者
の
利
用
を
俟
つ
の
象
で
あ
っ
た
が
、
邦
訳
『
日
葡
辞
書
』
（
以
下
『
日
ポ
』
と
略
）
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
幅
広

難
な
布
教
情
況
の
一
端
を
証
し
て
い
る
。
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集
約
さ
れ
る
。

『
日
ポ
』
成
立
当
時
、
我
が
国
で
は
、
曲
直
瀬
道
三
（
一
五
○
七
’
一
五
九
五
）
、
御
薗
意
齋
（
’
一
六
一
六
）
等
の
活
躍
に
よ
り
鍼
灸
治
方
は
再

興
の
様
を
呈
し
始
め
る
が
、
御
薗
意
齋
が
創
始
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
打
針
」
、
及
び
「
金
針
」
と
「
銀
針
」
が
既
に
収
録
さ
れ
て
い
る
点
は

特
筆
に
価
す
る
。
従
来
、
鍼
の
種
類
は
、
『
霊
枢
九
鍼
十
二
原
編
』
に
よ
る
九
鍼
の
区
別
に
倣
っ
て
、
形
体
と
用
途
を
以
て
分
け
ら
れ
て
い
た

に
過
ぎ
ず
、
素
材
と
し
て
は
す
べ
て
鉄
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
普
通
だ
っ
た
。
従
っ
て
、
「
金
銀
ノ
性
温
柔
一
一
シ
テ
、
人
体
二
適
ス
ル
コ
ト

（
５
）

ヲ
知
り
、
始
メ
テ
之
ヲ
以
テ
鍼
を
製
シ
」
た
御
薗
意
齋
の
業
績
は
、
今
日
の
イ
オ
ン
鍼
や
電
気
鍼
へ
の
発
展
に
さ
え
通
じ
る
端
緒
を
孕
ん
だ
画

期
的
な
も
の
だ
っ
た
。
恐
ら
く
、
当
時
と
し
て
異
例
の
速
さ
で
一
般
に
も
流
布
し
始
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
っ
と
も
、
「
銀
針
」
と
い

う
語
句
に
つ
い
て
は
、
『
太
平
記
』
の
『
吉
野
御
剛
神
霊
調
』
に
「
眼
の
光
輝
い
て
左
右
の
牙
銀
針
を
立
て
た
る
様
に
上
下
に
生
ひ
違
た
り
」

と
い
う
記
載
が
あ
っ
て
、
一
四
世
紀
に
既
に
使
わ
れ
て
は
い
る
が
、
一
般
に
鍼
治
方
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。

ヒ
ヒ
キ

カ
チ
ヒ
‐
キ

マ
ケ
ヒ
キ

ア
ヒ
ヒ
キ

ト
ド
マ
ル

こ
の
意
齋
流
の
鍼
法
に
は
、
「
火
曳
之
針
」
「
勝
繋
之
針
」
「
負
曳
之
針
」
「
相
引
之
針
」
「
止
針
」
「
胃
快
之
針
」
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
数

種
の
鍼
法
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
止
針
」
は
『
日
ポ
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
も
の
か
、
『
日
ポ
』
に
は
「
止
針
Ⅱ
下
痢
を
と
め

る
た
め
に
身
体
の
一
部
に
刺
す
針
」
と
説
明
さ
れ
て
い
て
、
『
針
遊
秘
訣
集
』
に
「
止
針
Ⅱ
立
シ
所
〈
両
腎
ナ
リ
、
命
門
ノ
相
火
ノ
兀
上
ス
ル

ヲ
止
ム
ル
ノ
針
ナ
リ
」
と
あ
る
の
と
内
容
的
に
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

ま
た
、
「
平
針
」
は
『
日
ポ
』
に
「
馬
や
人
間
の
刺
絡
を
す
る
刃
針
〔
刺
絡
針
〕
。
例
、
（
平
針
を
立
つ
る
）
血
を
取
る
た
め
に
刺
絡
を
す
る
」

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
日
ポ
』
以
前
に
は
使
用
を
見
な
い
語
で
あ
る
。

二
、
『
日
ポ
』
以
前
の
我
が
国
の
文
献
に
は
見
当
ら
な
い
語
に
前
述
の
「
平
針
」
の
他
、
「
乳
鉢
」
と
「
漫
瓶
」
の
二
つ
が
あ
り
、
こ
の
時
代

一
、
「
本
道
医
中
二
当
時
無
二
針
之
名
誉
記
可
し
云
二
道
之
零
落
一
歎
」
と
『
中
原
康
富
記
』
に
記
さ
れ
て
後
百
数
十
年
、
室
町
時
代
に
は
衰
微

し
て
い
た
と
さ
れ
る
鍼
術
も
一
般
の
治
療
と
し
て
な
お
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
ひ
と
つ
の
証
拠
と
し
て
、
鍼
灸
関
係
用
語
の
収
録
が
挙
げ
ら
れ

る
○
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に
は
二
語
と
も
日
本
語
の
中
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

「
乳
鉢
‐
一
は
、
中
に
薬
を
入
れ
て
限
き
砕
く
道
具
の
一
種
で
、
我
が
国
で
は
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
薬
臼
、
薬
研
に
相
当
す
る
。
た

だ
、
薬
研
が
主
と
し
て
鉄
製
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
乳
鉢
」
の
方
は
、
瑞
瑞
、
ア
ル
ミ
ナ
、
磁
器
、
ガ
ラ
ス
等
、
多
種
の
素
材
か
ら
作
ら
れ

る
。
こ
の
「
乳
鉢
」
と
い
う
言
い
方
が
い
つ
頃
か
ら
日
本
で
用
い
ら
れ
始
め
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
二
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
中
国
の

『
宣
和
書
譜
』
の
中
に
「
乳
鉢
」
な
る
語
が
見
い
出
せ
る
こ
と
か
ら
も
、
い
ず
れ
中
国
よ
り
伝
来
し
た
語
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
。

「
捜
瓶
」
と
い
う
言
い
方
も
、
ま
た
、
中
国
渡
来
の
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
「
浬
」
は
小
便
を
意
味
し
、
「
瓶
」
と
同
じ
く
唐
床
音
で
あ

シ
ト
ッ
ッ
シ
ノ
ハ
ゴ
オ
ホ
ッ
ポ

っ
た
。
我
が
国
で
こ
れ
に
類
す
る
道
具
は
、
か
つ
て
、
尿
筒
、
清
器
、
虎
子
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
因
糸
に
、
現
在
で
も
残
っ
て
い
る
「
御

丸
」
と
い
う
言
い
方
は
、
『
安
齋
随
筆
』
（
伊
勢
貞
丈
著
）
な
ど
に
よ
る
と
、
『
記
紀
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
尿
マ
ル
」
、
「
尿
マ
ル
」
と
い
つ

こ

た
言
い
方
に
由
来
す
る
ら
し
く
、
「
マ
ル
」
は
元
来
「
放
ル
」
と
同
義
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

三
、
『
日
ポ
』
以
外
の
文
献
に
見
い
出
し
難
い
語
と
し
て
は
、
「
薬
筒
」
「
筒
じ
ん
」
「
煎
じ
減
ら
し
」
の
語
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
『
日
ポ
』

に
「
馬
の
口
に
薬
を
注
ぎ
込
ん
で
飲
ま
せ
る
の
に
用
い
る
管
」
「
腫
物
と
か
そ
の
他
傷
つ
い
た
部
分
と
か
に
さ
し
込
む
金
属
性
の
小
さ
な
筒
で

あ
っ
て
、
そ
れ
を
通
し
て
、
あ
る
体
液
と
か
膿
汁
と
か
が
出
る
よ
う
に
す
る
も
の
」
「
薬
を
煮
て
水
分
を
少
な
く
す
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
特
に
「
筒
じ
ん
」
は
、
刺
絡
法
や
哩
鍼
法
と
共
に
、
鳩
血
療
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
角
法
に
相
当
し
、
現
在
の
吸
い
玉
と
ほ
ぼ
同

義
の
も
の
で
あ
る
。
古
く
か
ら
中
国
で
は
、
鍼
刺
し
て
採
血
す
る
こ
と
を
湿
角
法
と
し
て
、
ま
た
、
直
接
皮
膚
の
上
に
吸
血
器
を
貼
付
す
る
こ

（
６
）
（
７
）

と
を
乾
角
法
と
し
て
区
別
し
て
お
り
、
こ
の
後
者
の
吸
血
法
に
、
甕
な
ど
の
他
、
青
竹
筒
が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
記
載
が
あ
っ
て
、
そ
の
青

ス
イ
フ
ク
ベ

竹
筒
の
形
が
瓢
に
似
て
い
た
こ
と
か
ら
「
吸
瓢
」
と
称
さ
れ
始
め
た
も
の
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
後
に
、
西
洋
医
学
の
影
響
も
受
け
て
ガ
ラ
ス
製

の
も
の
へ
と
姿
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
織
豊
期
に
金
属
性
の
吸
い
玉
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
『
日
ポ
』
の
記
事
は
貴
重
な
も
の

の
も
の
へ
と
姿
を
変
え
一

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

四
、
『
日
ポ
』
以
後
の
文
献
に
見
い
出
せ
な
い
語
は
な
い
。
但
し
、
「
沙
鉢
」
は
、
江
戸
前
期
の
『
和
漢
三
才
図
会
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
以
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ア
サ
ハ
チ

降
、
や
が
て
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
こ
の
「
沙
鉢
」
と
い
う
言
い
方
は
、
そ
も
そ
も
「
浅
鉢
」
の
略
語
化
し
た
も
の
で
、
皿
形
の
浅
く

て
大
き
な
鉢
を
指
し
示
し
て
い
る
が
、
『
色
葉
字
類
抄
』
に
既
に
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
安
末
期
に
は
既
に
「
サ
ハ
チ
」

と
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
用
具
と
言
葉
の
一
対
一
の
対
応
関
係
か
ら
離
れ
て
比
輸
と
し
て
機
能
し
始
め
る
語
に
、
「
薬
刀
Ⅱ
薬
の
効
め
」
「
薬
研
Ⅱ
女
陰
」
「
灸
を

す
え
る
Ⅱ
懲
ら
し
め
る
」
の
三
つ
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
日
ポ
』
に
於
い
て
は
比
嶮
の
意
味
で
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
「
薬
刀
の

験
あ
り
て
汗
し
た
る
こ
そ
う
れ
し
き
物
な
れ
」
（
俳
譜
・
類
船
集
）
、
「
薬
代
に
や
げ
ん
を
売
っ
て
考
を
立
」
（
雑
俳
・
柳
多
留
切
）
、
「
物
を
き
め
る

事
を
く
ぎ
を
さ
す
、
き
う
を
す
へ
る
と
い
ふ
事
、
此
事
よ
り
ぞ
初
り
け
る
」
（
三
舛
増
鱗
祖
）
と
あ
っ
て
、
三
語
と
も
比
哺
と
し
て
文
献
に
登
場

し
始
め
る
の
は
、
江
戸
中
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

六
、
用
途
の
変
化
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
「
温
石
」
と
「
薬
銚
」
の
二
つ
が
重
要
で
あ
る
。

「
温
石
Ⅱ
薬
用
に
用
い
る
あ
る
種
の
青
い
滑
ら
か
な
小
石
」
と
い
う
『
日
ポ
』
の
説
明
だ
け
で
は
、
用
途
も
原
石
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

こ
の
「
温
石
」
を
巡
る
諭
議
が
江
戸
時
代
に
は
い
く
つ
か
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
例
え
ば
『
塩
尻
」
（
天
野
信
景
著
）
に
「
温
石
。
或
人

シ
キ
カ
ハ
ラ

問
、
本
草
に
古
き
碑
を
焼
て
身
を
温
む
る
事
あ
り
。
亦
証
類
本
草
に
は
堅
き
石
を
焼
暖
め
用
ゆ
る
を
温
石
と
い
ふ
の
承
。
別
に
温
石
と
い
ふ

（
８
）

石
あ
る
に
非
る
よ
し
い
へ
り
。
然
る
に
世
に
温
石
と
て
、
青
色
帯
る
石
を
殊
に
温
石
と
呼
、
如
何
」
と
い
う
件
が
あ
り
、
一
般
に
、
温
石
に
は

懐
中
用
の
焼
き
石
の
類
の
も
の
と
、
そ
れ
と
は
別
系
統
の
青
色
の
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
『
日
ポ
』
で
扱
わ
れ
て
い
る
「
温
石
」

は
、
後
者
の
系
統
の
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
く
、
こ
の
前
述
の
問
い
に
対
し
て
『
塩
尻
』
の
中
で
は
、
続
い
て
次
の
よ
う
な
答
え
が
返
さ
れ
て

い
る
。
「
山
東
通
志
に
、
披
県
と
い
う
所
よ
り
出
る
石
に
、
青
色
を
兼
潤
臓
玉
の
ご
と
く
な
る
物
を
温
石
と
称
す
。
是
我
国
に
い
ふ
温
石
と
同

じ
、
さ
れ
ば
冬
日
風
烈
し
き
時
は
弓
の
弦
折
安
し
。
然
る
を
此
石
の
末
少
し
指
に
つ
け
て
弦
を
し
ご
け
ば
柔
靱
な
る
事
夏
月
の
時
張
る
に
ひ
と

し
。
是
暖
温
の
性
あ
る
石
の
証
し
也
、
他
の
石
に
か
か
る
事
な
し
。
さ
れ
ば
証
類
の
説
は
彼
石
を
知
ら
ず
し
て
い
へ
る
成
く
し
」
。
こ
の
意
見

は
、
『
筆
の
す
さ
び
』
（
橘
泰
著
）
に
於
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
も
ほ
ぼ
一
致
し
、
両
者
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
『
日
ポ
』
に
あ
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る
「
青
い
滑
ら
か
な
小
石
」
と
は
、
従
来
、
滑
剤
用
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
に
、
ま
た
、
「
温
石
に
軟
硬
の
二
種
あ

い
は
や

り
。
丹
後
普
甲
嶺
の
も
の
は
、
蒼
文
色
黒
象
を
帯
ぶ
、
硯
材
と
な
す
べ
し
。
但
質
軟
な
り
。
丹
波
大
枝
山
の
鬼
が
石
窟
辺
の
も
の
は
、
普
甲
嶺

（
９
）

の
も
の
と
略
同
じ
、
伊
勢
朝
熊
山
の
も
の
は
硬
な
る
も
の
多
し
」
と
い
う
論
稿
な
ど
も
見
ら
れ
、
「
温
石
」
な
る
呼
称
が
、
江
戸
時
代
に
於
い

て
は
、
焼
き
石
、
滑
剤
、
硯
材
な
ど
、
幅
広
い
対
象
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
事
実
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
「
薬
罐
」
は
、
『
下
学
集
』
（
一
四
四
四
年
）
で
は
薬
用
道
具
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
日
ポ
』
の
説
明
に

は
、
「
薬
を
煎
じ
る
た
め
の
あ
る
種
の
深
鍋
。
こ
れ
が
本
来
の
意
味
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
で
は
湯
を
わ
か
す
あ
る
種
の
深
鍋
の
意
味
で
通
用

し
て
い
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
室
町
後
期
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
湯
沸
か
し
の
た
め
の
用
具
の
呼
び
名
と
し
て
定
着
し
て
い
た
模
様

で
、
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
現
在
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。

七
、
収
納
用
具
は
互
い
に
用
途
が
混
同
さ
れ
、
『
日
ポ
』
の
脱
明
に
従
え
ば
、
薬
の
他
、
茶
や
火
薬
な
ど
も
こ
れ
ら
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。

ク
ス
リ
プ
ク
ロ

ヤ
ク
タ
イ

具
体
的
に
は
、
ま
ず
「
薬
袋
」
と
「
薬
袋
」
に
関
し
て
、
『
日
ポ
』
で
は
前
者
が
「
薬
入
れ
の
小
袋
」
、
後
者
が
「
薬
入
れ
の
袋
、
ま
た
、

鉄
砲
用
の
火
薬
を
入
れ
て
携
行
す
る
小
瓶
」
と
あ
り
、
や
や
区
別
が
暖
昧
で
は
あ
る
が
、
一
応
、
当
時
、
前
者
を
保
存
用
、
後
者
を
携
行
用
と

し
て
分
け
て
使
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ヤ
ク
．
ロ
ウ

ヤ
コ
ケ

「
印
籠
」
並
び
に
「
薬
籠
」
と
「
薬
籠
」
に
関
し
て
は
、
常
時
変
わ
ら
ぬ
統
一
し
た
区
別
を
見
る
こ
と
は
難
し
い
。
「
印
籠
薬
籠
。
二
つ
と

も
に
唐
物
な
り
大
き
さ
定
ま
ら
ざ
れ
ど
も
大
既
径
三
寸
五
分
計
に
て
重
ぬ
る
な
り
三
重
四
重
あ
り
飾
は
堆
朱
堆
黒
螺
細
等
種
々
あ
り
其
の
形
圓

な
る
を
薬
籠
と
云
ひ
四
方
な
る
を
印
籠
と
云
ふ
薬
籠
は
薬
入
れ
な
り
印
籠
は
印
と
印
色
を
入
る
Ｌ
も
の
な
り
今
世
も
右
の
二
色
此
方
へ
渡
り
た

る
を
傳
へ
て
座
席
の
飾
り
違
棚
な
ど
の
置
物
に
す
る
な
り
此
方
に
て
今
世
印
籠
と
名
け
て
小
さ
ぎ
重
ね
に
両
方
に
紐
通
し
の
管
を
作
り
付
け
て

緒
を
通
し
て
腰
に
付
く
る
は
彼
の
右
に
云
ふ
所
の
薬
籠
印
籠
を
小
さ
く
し
た
る
が
如
き
物
な
り
さ
れ
ば
薬
を
入
る
坐
も
の
を
印
籠
と
云
ふ
は
名

の
唱
へ
連
ひ
な
り
小
さ
き
も
の
な
れ
ば
印
は
入
ら
れ
ず
薬
を
入
る
上
も
の
な
れ
ば
薬
籠
と
こ
そ
云
ふ
く
け
れ
」
。
小
し
長
く
な
っ
た
が
、
上
記

は
『
安
齋
随
筆
』
か
ら
の
引
用
で
、
と
も
か
く
、
印
籠
は
か
つ
て
印
肉
入
れ
だ
っ
た
。
こ
れ
が
い
つ
頃
か
ら
薬
入
れ
専
用
と
な
っ
た
の
か
、
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『
日
ポ
』
の
「
印
籠
Ⅱ
薬
そ
の
他
の
物
を
入
れ
る
小
箱
。
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
仕
切
り
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
仕
切
り
は
互
い
に
重
ね
て
嵌

め
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
説
明
に
よ
る
と
、
織
豊
期
の
「
印
籠
」
は
既
に
江
戸
時
代
の
も
の
に
近
く
、
「
印
籠
」
が
文
字
通
り
印

ヤ
ク
ロ
ウ

ヤ
ロ
ウ

肉
入
れ
と
し
て
の
用
の
拳
を
果
た
し
て
い
た
の
は
室
町
時
代
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
「
薬
籠
Ⅱ
薬
入
れ
の
小
箱
」
、
「
薬
籠
Ⅱ
ま
た

ヤ
ク
ロ
ウ

ヤ
ロ
ウ

は
口
騨
目
怠
侭
昌
（
中
継
）
眼
い
た
茶
を
入
れ
る
あ
る
種
の
小
箱
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
『
日
ポ
」
の
時
点
で
は
「
薬
籠
」
と
「
薬
籠
」
は
区
別

ヤ
ロ
ウ

ヤ
ク
ロ
ウ

（
蛆
）

さ
れ
て
い
る
が
、
「
薬
籠
‐
一
は
、
も
と
「
薬
籠
」
か
ら
の
音
の
転
じ
た
も
の
だ
と
い
う
説
も
あ
り
、
両
者
は
江
戸
時
代
に
殆
ど
同
義
で
用
い
ら

ヤ
ク
ロ
ウ

れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
う
ち
『
薬
籠
』
の
方
は
、
室
町
時
代
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
「
奇
異
雑
談
』
と
い
う
書
の
中
に
蝋
燭
筥
や
火
打
筥
と

（
皿
）

し
て
描
か
れ
て
い
た
ら
し
く
、
後
に
、
『
守
貞
漫
稿
』
で
も
「
医
者
病
家
に
携
へ
往
く
薬
種
数
十
品
を
納
め
た
る
重
ね
筥
或
は
引
出
し
箱
の
類

ヤ
ク
官
ウ

を
今
は
薬
籠
と
云
。
是
に
は
や
ろ
う
と
云
ず
や
く
ろ
う
或
は
薬
箱
と
云
也
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
や
や
大
型
の
箱
は
常
に
「
薬
籠
」
と
称
さ

れ
た
も
の
ら
し
い
。

貝
、
竹
、
両
者
と
も
、
か
つ
て
我
が
国
で
は
医
療
や
生
命
力
の
ひ
と
つ
の
象
徴
と
し
て
考
え
ら
れ
た
向
き
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
「
於
シ
是

ハ
上
比
売
答
二
八
十
神
一
言
、
吾
者
不
レ
聞
二
汝
等
之
言
至
将
レ
嫁
二
大
穴
牟
遅
神
却
故
爾
八
十
神
念
、
欲
し
殺
二
大
穴
牟
遅
神
一
共
議
而
、
至
二
伯
岐
国

之
手
間
山
本
一
云
、
赤
猪
在
二
此
山
圭
故
和
礼
共
追
下
者
、
汝
待
取
。
若
不
二
待
取
一
者
、
必
将
に
殺
し
汝
云
而
、
以
レ
火
焼
二
似
し
猪
大
石
一
而
転
落
。

爾
追
下
取
時
、
即
於
二
其
石
一
所
二
焼
著
一
而
死
。
爾
其
御
祖
命
突
患
而
、
参
二
上
干
天
↓
請
二
神
産
巣
日
之
命
一
時
、
乃
遣
三
蟄
貝
比
売
与
二
蛤
貝
比

売
「
令
二
作
活
率
爾
霞
貝
比
売
岐
佐
宜
集
而
蛤
貝
比
売
待
承
而
、
塗
二
母
乳
汁
一
者
、
成
二
麗
壮
天
一
而
出
遊
行
」
と
い
う
『
古
事
記
』
の
記
録
、

（
翅
）

同
じ
く
『
古
事
記
』
の
雄
略
天
皇
の
条
に
「
竹
」
が
「
多
気
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
そ
の
事
実
を
推
し
測
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
る
」
の
二
つ
が
あ
る
。

そ
の
他
、
薬
の
収
納
用
具
と
し
て
御
馴
染
象
の
「
百
味
箪
笥
」
は
、
『
日
ポ
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

八
、
『
日
ポ
』
に
付
さ
れ
た
説
明
の
中
で
特
に
注
目
に
価
す
る
事
項
と
し
て
、
「
薬
貝
Ⅱ
薬
を
詰
め
る
牡
蠣
、
ま
た
は
二
枚
貝
の
殻
」
と

「
竹
刀
Ⅱ
あ
る
薬
草
と
か
薬
用
に
な
る
根
と
か
を
細
か
く
切
る
の
に
使
う
竹
製
の
庖
丁
、
ま
た
は
、
小
刀
。
鉄
の
刃
物
は
〔
薬
効
に
〕
害
に
な
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る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
薬
貝
の
風
習
は
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
も
の
か
、
『
言
継
卿
記
』
の
天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
年
）
十
月
十
四
日
の

記
に
「
一
条
殿
へ
参
、
先
度
薬
貝
被
下
御
礼
申
候
」
と
そ
の
姿
を
現
わ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
遡
っ
て
、
鎌
倉
前
期
の
『
続
古
事
談
』
で
は
蛤
の

中
に
薫
物
を
入
れ
る
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
な
ど
も
薬
貝
と
無
関
係
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
貝
も
竹
も
食
用
に
利
用

さ
れ
る
他
、
古
く
か
ら
我
が
国
で
は
身
辺
雑
具
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
『
日
ポ
』
の
何
気
な
い
こ
う
し
た
記
載
の
中
に
も
、
今
で
は
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
原
始
的
な
感
覚
に
裏
打
ち
さ
れ
た
生
活
の
香
り
を
嗅
ぎ
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
非
常
に
興
味
深
い
。

ウ
イ

な
お
、
最
後
に
付
け
加
え
れ
ば
、
「
隈
す
る
」
と
い
う
の
は
、
灰
の
中
で
物
を
焼
く
、
即
ち
、
う
ず
桑
焼
き
に
す
る
と
い
う
意
味
で
、
『
日

ポ
』
に
は
「
隈
す
る
Ⅱ
物
を
灰
の
下
へ
さ
し
入
れ
る
。
た
と
え
ば
、
薬
を
暖
め
た
り
、
薬
か
ら
惨
み
出
る
液
を
取
り
除
い
た
り
な
ど
す
る
た
め

に
、
薬
を
濡
れ
紙
に
包
ん
で
灰
の
下
に
さ
し
入
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
古
く
中
国
の
南
北
朝
時
代
の
書
と
称
さ
れ
る
『
炮
灸
論
』
に
薬
の

修
治
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
記
さ
れ
て
以
来
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
一
般
の
生
活
の
中
で
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
の
よ
う
な

語
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
『
日
ポ
』
の
収
録
範
囲
の
広
さ
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
、
医
療
用
具
に
関
す
る
問
題
点
を
八
項
目
に
纒
め
て
象
た
が
、
次
回
で
は
、
『
日
ポ
』
に
見
ら
れ
る
薬
物
を
取
り
上
げ
た
い
。

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

、
／

－
１
人
一

／
、
、
ノ

｛
⑥
白
）

〆
ｋ
、
ノ

（
⑪
Ｏ
）

／
兇

田
§
い
〕
⑦
。
印
巨
。
言
の
酔
呂
ぃ
（
同
右
書
）

御
薗
家
歴
傳
略
記
（
富
士
川
溝
著
「
日
本
医
学
史
」
昭
和
一
六
年
刊
本
、
二
四
六
頁
）
。

丹
波
康
頼
著
「
医
心
方
」
巻
八
、
永
観
二
年
。

慎
微
撰
「
証
類
本
草
」
二
○
八
年
。

天
野
信
景
著
「
塩
尻
」
元
禄
Ｉ
享
保
一
八
年
成
立
（
日
本
随
筆
大
成
第
三
期
一
四
巻
）
。

文
献
松
田
毅
一
著
「
南
蛮
史
料
の
発
見
」
中
公
新
書
昭
和
四
十
九
年
。

同
右
書
。

ア
ル
メ
イ
ダ
一
五
六
四
年
十
月
一
日
付
、
豊
後
発
印
度
会
友
宛
書
簡
［
⑦
日
置
“
員
．
急
等
・
］
（
海
老
沢
有
道
著
「
南
蛮
文
化
」
日
本
歴
史
新
書
、
昭

和
三
三
年
）
。
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ﾉ

《
自
画
⑦
・
ず
で
四
旨
①
酌
①
も
○
局
目
函
目
①
印
①
己
』
ｇ
ざ
国
回
暑
（
弓
騨
易
置
扁
包
冒
８
】
四
℃
回
昌
凰
①
）
》
》
乏
閑
で
巨
匡
啓
吾
①
Ｑ
旨
ら
９
．
日
毎
①

○
国
唱
冒
巴
島
２
５
口
目
ぐ
ミ
ロ
言
①
ご
冒
弔
日
目
、
自
①
、
①
ミ
農
ｏ
ｏ
ｇ
凰
庁
・
ざ
吋
弔
日
日
四
臣
①
用
目
］
脇
］
○
回
目
５
ぃ
タ
昏
○
ゴ
四
回
目
①
ａ
ａ
８

、

申

庁
自
国
］
画
も
四
国
①
、
〉
四
国
Ｑ
で
自
匡
芦
呂
の
Ｑ
冒
扇
呂
胃
ｚ
四
頤
國
闇
屋
．
弓
宮
ｍ
ｇ
ｇ
旨
冒
煙
暑
の
○
口
ｇ
旨
い
国
①
胃
ご
号
胃
ご
昏
○
晨
閏
昼

］
四
℃
四
目
①
い
①
弓
Ｏ
ａ
坤
○
目
島
⑦
Ｐ
Ｎ
目
。
ご
シ
自
○
目
○
ぐ
四
日
四
９
画
．
ご
く
⑦
ｏ
四
国
卸
ロ
ー
岳
風
①
旨
画
す
○
員
○
国
①
号
○
畠
四
口
二
津
肖
⑦
①

、

｝
〕
匡
冒
旦
吋
①
Ｑ
－
ミ
○
門
堅
い
享
ミ
｝
目
ａ
帛
］
四
門
①
ｎ
ｏ
ロ
．
ａ
①
局
冒
①
今
ご
く
茸
ゴ
ロ
】
①
Ｑ
』
○
画
』
貢
●
①
Ｐ
貢
口
①
旨
扇
，
Ｑ
厨
①
四
ｍ
の
、
〕
ご
臼
①
ｇ
－
ｇ
ｐ
①
い
〕
画
ご
Ｑ
デ
ミ
毒
騨
昇
冒
○
計
．

、

申

目
ぽ
い
も
色
で
９
日
胃
○
旦
巨
。
①
唾
昏
①
い
①
乏
○
ａ
、
四
匹
島
国
ぬ
い
○
日
①
Ｃ
Ｏ
易
匡
ｑ
●
胃
』
○
畠
．

シ
計
曾
胃
乏
①
。
①
巴
夛
言
冨
呂
ｏ
彦
ミ
Ｏ
ａ
ｍ
圏
儲
堅
胃
①
Ｑ
８
国
〕
の
ｇ
ｏ
巳
旨
、
再
巨
日
①
ロ
扇
．
ご
房
８
国
豆
烏
昌
も
曾
〆
ご
向
く
①

葛
Ｏ
ａ
ｍ
目
己
昌
く
匙
①
昏
の
日
日
８
①
狩
言
、
宮
脇
①
ｍ
目
鼻
目
麗
守
』
ざ
芝
盟
旨
弓
毎
閏
①
閏
①
８
日
①
ロ
○
斤
乏
○
巳
ご
芝
Ｏ
ａ
ｍ
Ｏ
旨

●

（
９
）

、
ｎ
Ｕ
ノ

〆
１
１
理

、
勺
エ
ノ

〆
１
人
」

（
狸
）

橘
泰
著
「
筆
の
す
さ
び
」
文
化
三
年
刊
（
日
本
随
筆
大
成
第
三
期
二
巻
）
。

山
崎
美
成
著
「
本
朝
世
事
談
綺
正
誤
」
享
保
一
九
年
刊
（
日
本
随
筆
大
成
第
二
期
一
三
巻
）
。

伊
勢
貞
丈
著
「
安
斎
随
筆
」
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
年
刊
本
）
。

「
古
事
記
」
（
日
本
古
典
文
学
全
集
Ｉ
、
小
学
館
、
昭
和
四
八
年
刊
本
）
。

旨
①
ｇ
ｇ
ｐ
の
旨
牙
①
シ
圃
巨
の
臣
‐
冨
○
目
○
ぐ
閏
巨
四
国
【
四
易
の
①
四
〕

亀

宮
津
品
］
画
己
四
ど
の
の
の
柑
○
風
巨
四
宮
①
の
①
ロ
言
匪
自
国
局
望

（
目
）
夛
自
①
Ｑ
門
四
号
胃
口
の
庁
民
巨
周
昌
の
匡
庁
の

び
く

静
国
鳥
Ｏ
〆
シ
巨
固
）
少
廓
時
画
○
国
目
、
ご
嗣
凋
用
ご
昌
昌
○
巨
ン
国
侭
シ
ミ
シ

（
東
京
医
科
大
学
第
二
解
剖
学
教
室
）
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acupunctureandmoxibustionsuchasTomebari(止針).2:Hirabari(平針),NyubaChi(乳鉢)and

Shibin(捜瓶)hadnotbeenbefbretheappearanceofthisdictionary.3:Exceptinthisdictionarywe

canhardlyfindlhewordsKusurizutsu(薬筒),TsutsUjin(筒じん)andSenjiberashi(煎じ減らし).4:

Therearenowordswhichwecannotfindinthebookspublishedafierthisdictionary.5:Yakuto

(薬刀),Yagen(薬研)andKyu-o-sueru(灸をすえる=applymoxa)hadcometoli,nctionasmetaphors

thereafter.6:Therearetwoimportantwords……Onjaku(温石)andYakan(薬錐）……けomtheview-

pointofchangeofmeaning.7:Variouskindsofinstrumentsinwhichmedicineswerekepthadbeen
b

usedinthosedays.8:Sometracesofprimitivemeaningsareseeninexplantorynotesofthisdictionary.

①
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